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来
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葉
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作
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↓きれいに飾られたフラワーアレンジメント

↑額縁に入れられた押し花の作品

大規模な災害時の応援に関する協定調印式
　10 月３日、役場応接室で大規模な災害が発生または発生するおそ

れがある場合の応援に関する協定調印式が行われました。

　この協定書は、暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、津波、噴火など社

会的に影響のある自然災害が発生、または発生する恐れがある場合の

応援に関する内容などを定め、被害の拡大と二次災害を防止すること

を目的にしています。

　この日は、国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所の淡中泰雄

所長が来庁し、支援の趣旨、災害時などにおける支援の方法、役割分

担などについて説明がありました。この協定書を交わすことで、平常

時から市町村と九州地方整備局の双方が共通認識を持ち、いざという

時にお互いの連携、支援がより円滑に進むことになります。 ↑調印式終了後、 握手を交わす川添健長島町長
　（右）と淡中泰雄鹿児島国道事務所長（左）
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